
例では.その一つづつにおいて.サルの柾も柏只なり,

偶然的な契級でなされている机 これらを組み合わせた

験によって marrOW.boncをたたき割り marrow を食

'Rす可能性を椛かめることができると皿われる｡そして

46咋皮は.その胴段脚として-l-･MllL'的に,まずサルが肉を

f即Itに企す可他姓があるか-これは,フィールドでの和

岱例が諸',:干あるにすぎない-を確かめるために,Ⅱ研の

上記の3種類のサルに肉を与えて見た｡以下その報告で

ある｡

1. red･facedmonkey,capuchinmonkey,chimp-

anzeeに直接与える前に,前段階としてソ-セージ(良

十肉)を与えた｡chimpは食しようとしないが,他の2

柾のサルは手渡しで,ちゅうちょせずに食す｡

2.'ilT二段PL,fとして,馬肉の小片を焼いたものと水た

きしたものを与えた｡小片のgtnは,15-30gで骨付き

のもの｡ chimp は企しないが.仙2柾は冊ごと.手に

取って,ためすことなくバリバリと企す｡chimpは1と

2の段粥において,-7･･に耽ってためし.ロをつけ.缶で

なめてからすてる｡

3.節三段脈として,I.ty内の大きな片,約200gの骨付

きモモ内を与えた｡capuchinとred･facedmonkeyは.

約30分かけ骨も残さず平らげた｡

以上によりこの2柾はCaptive状態では.何叫こ,そ

して好んで肉,骨,marrowを企すということが確認さ

れた｡

志賀 A,B2.C群をめぐるオスザルの転出入

くつ
好広fi- (京大 ･理 ･自然人相)

1)A郡への転入.才槌爪

前咋皮の相/LI,'･に続いて.A郡 (餌付け郡)-の転入か

ら述べると,A郡に接近しはじめるのはほとんどが5才

以上,托入するのは7才以上で,1-数日だけの接近例を

除き,それ以上の期間群れにくっついて渉いた個体の接

近の季節は,ほとんどが交招糊である｡交尾糊に接近し

交尾期終了前後に去り,翌年は少しはやめに抜近し,と

いった周期を1-数年繰りかえして転入する例が多い｡

転入は7才以上のオスの乾山したあとに行なわれ,7才

以上のオスが転出していないときには,接近しても托入

しないことが多い｡転入に際しては,オスの岬i位の叔下

位で入っている｡転入個体の出身群は不明である｡

印̂より転山した個休のA群への復帰は3例みられる

那,2例は5才 および7才で, ともに 1カ月 で朽軌Il

L,1例は20才以上の個体で,交尾iglを令め8カ月いて

円転目した｡

2)給餌されない群での例

B2郡には,1972年 lJ]現在,A郡にいたことのある

オスが5好い るが (松個体数22ql).これを含め4才以

上のオス7亘かIl,1969fr･4月以前にこの那れにいた可能

牡のあるものは15才以上と思われるオス1好iのみで,ま

た現在いない少なくとも2功1のオス (ともに20才m後)

が,1969年8月 にはB2相 こいた｡餌付いて個体数の急

増したA群が近くにいるとはいえ.すべてのオスが,か

なり速く入れかわることを示唆している｡C郡にもオス

は10個体くらいいるが,A群より忙入している個体はオ

スのJln位のかなり上位を占め,この個体より11Fi位の低い

もの3頭とあわせて少なくとも4頭は,仙群からの転入

個休と考えられる｡

3)転出の勤規

A郡においては,那れ内でのオスの順位をめぐるあつ

れきがあるところへ.外から知りあいのオスが111独ない

し仙群の-Elとして接近したことをきっかけに托tjlする

例が多いが,こういった群れ内外の粂t'紬iなければ帳山

しないというのではなく.すべてのオスが出る仰向を持

っているように思われる｡

〇 二ホ ンザルの性行動
- コミュニケーションとして

桜本知郎 (京大 ･理 ･自然人相)

ニホンザルの性行動を扱った研究には,●水原 (1957),

経口 (1958),Tokuda(196ト2),lIanbyetal.(1971)

などがあるがこれらは,主として社会学的見地にたって

おり,行動についての詳細な記述はなされていない｡ま

た,性行動をめぐる言古行動をその記号性という見地から

追求したものもほとんどないといってよい｡私はニホン

ザルの餌付けされた群れを対象にして,オスとメスが出

会い,交尾し,別れるまでに見られるあらゆる行動を記

載し,そういった行政の迎鎖の中に,行動の突起,稔的,
そして法則性をみいだすことを試みた｡

対 象 ･期 間

志田高原地獄谷の芯究A群 :1971年10月29日～11月29

口｡

前的山A.B.C群 :1972咋1月11日～2月7月

(なお',閃崎山における調壬王は.詔技研の共同研究とし

て行なった)｡

方 法

那れがエサ掛こ山ているときに,エサ場およびその周

辺部において,主として充I汚したメスを追跡して,オス

とメスのそれぞれの行動を記録した｡
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結 果 4.オスとメスとの出会いから交尾に至り.別れるま

1. 性行動 オスについて35,メスについて36の要素 では,距離および時間的にいくつかの段階を分けること

的な行動を分類した｡ ができる｡

2.交尾 節1表に見られるように,かなりばらつき a)接近｡

がある｡また.最終のマウンティングに至る前に射精が b)追いつ追われつ (オスとメスとがあとになり先に

第 1義 交 尾 の 各 要 素

地 獄 谷 高 崎 山

ば らつ き 平 均 観客数 ば らつ き 平 均 観客数

a)交尾時間書く分,珍) 2.50-32.47 8.54

b)警 報 D(訂 ウンテ 4-45 14･4

C)諸 芸孟<(蒜)Fの間隔 19･7-65･1 34･5

44 3.36-23.17 10.54 24

53 5-45 18.9 26

53 22.6-64.5 38.1 26

+瓜初のマウンティングから最終のマウンティング終了までの時間｡

叫マウンティングの終了時から次のマウンティングの終了時までの時間｡ただし,他のオスに邪魔されて中断した

悶隅は含まれない｡したがって,(b-1)×C-aには,ならない場合もある｡

拓l図 出会いから別れるまでのシークエンス｡

A は近｡Fl追いつ追われつ (ならんで坐ることはない)｡F2追いつ追われつ (ならんで坐ることもある)｡

D はなれて坐る (1m以上)｡S ならんで坐る (1m以内)｡B 交尾の初期段階｡C 交尾｡L 別れる｡

F 氾いつ追われつ (交尾終了後のもの)｡

この図は,地獄谷における38のかなり長いシークエンスをまとめたものである｡

みられた交尾は.地獄谷で19.3C/0.高崎山で24.30/Oであ

る｡ これは,挿入直前に射柿が観察 されたものであっ

て,挿入後に射精が行なわれたものを含まないため,実

際にはもっと多いものと考えられる｡

3.交ほ期に増加する行動には,交尾に随伴して出現

する行動と,交尾とは無関係に出現する行動の2種類が

ある｡

なりして歩きまわる)｡

C)ならんで坐る (1m以内)｡

d)交尾の初期段階 (不安定な時期で.マウンティン

グ以外にも多くの行動がみられる)｡

e)交尾 (安定してほとんどマウンティングとグルー

ミング以外の行動はみられない)｡

り はなれて坐る (オスが メスから体をはなして坐
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る｡皿常 Im以上)｡

このあとは.別れてしまったり.並んで坐ったり多様

である｡以上の段階は.卯1回にみられるように.かな

り岬W･正しい経過を見せる｡

5. オスの行動で,もっともよく見られるのは.尻を

見せるディスプレーと,弓削こ手をおく行動の 2つであ

る｡節2衣に見られるように,これらが行なわれたのち

に,交尾に至る率が高く,いずれもかなり紋切型の記号

るだけである｡しかし,出現の頻皮は低いけれども,メ

スにも多くの交Taにまで進めようとする1群の行動が見

られる｡ これらは一般的幌向 として,手で地面をたた

く,オスの方をみつめながら急に頭を河の高さまで下げ

る, といった怪 い威嚇の行動にXfi似 しているものが多

い｡これらは山現の獄皮は低く,同じような状況のもと

で,いろいろな行動が見られるなど.かなり慈恵的な行

動ではないかと考えられる｡

節2衷 尻を見せるディスプレーと交尾との関係

撃4%xA,･ev三 交 尾 例 数 百分率 (0/0)

a) O

ち) ×

C) ○

× 7 21.2

0 6 18.2

0 20 60.0

C
a+C

C
訂:托

×100-74.1

×100--76.9

上記の数字に見られるように.両行動には深い関係がある｡

第3表 号引こ手をおく行動と交faとのm係

背に手をおく 交 尾 例 数 百分率 (%)

a) O

ち) ×

C) ○

× 4 13.3

謹 T X100=69･7
0 17 56.7

C

0 9 30.0 b十C
×100-34.6

性的なシークエンスにおいて○はその行動が見られたこと.×は見られなかったこと

を示す｡例えば節2表は,尻を見せるディスプレーが見られたが.交招にまで至らな

かったシークエンスも 節3衣は.尻を見せるディスプレーが見られたのち交尾に至

ったシークエンスを表わしている｡

行動であるといえる｡また,前者のメスに尻を見せる行

動は.交尾行動そのものには輔似した点がないので,か

なり儀式化されており,後者の背に手をおく行動は,マ

ウンティングに先だっ行動に類似しており,前者に比べ

て伐式化の程度は低いと考えてよい｡

これら2つ以外の行動は,出現する琉皮が低く.また

メスには.オスの上記2つの行動に匹敵するような高い

頻皮を示す行動は見られない｡

6. メスがオスに対してするグルーミングをオスとメ

スとの個体問関係としてみると.交尾にみられるそれと

は,狩反する傾向がみられる｡

7. オスとメスとの関係では,基本的にオスの方に主

村松があり, メスは受動的である｡ メスは単にオスか

｢術に手を｣おいても立たない,あるいはそのまま捗い

ていってしまうといった行動によって拒否することがあ

今後の問題点

1. 今回の調査は,性行動のうち生箔上意味のあるオ

トナのオスとオ トナのメスとの間の性行動に袋申した｡

そのため,同性性行動や自慰などの行動の観察は十分に

行なわなかった｡また,オスは2才以上,メスは3才以

上に性的行動が見られており,オ トナ同士の性行動とは

差異があるように思われるが,これも観矧 ま不十分なも

のになっている｡今後これらの観察を行ない.今回の調

査の結果と,行動の差異や出現頻政を比較したい｡

2.オスと発tJYしたメスは,全くでたらめに交faを行

なうわけではない｡あるオスとあるメスとの組み合わせ

は交Faをするこ とが多く. ある組み合わせは逆に少な

い｡結果6で述べたように.グルーミングの多い組み合

わせは交Eaすることが少なくなっている机 交尾はこう

いった個体問阻係に左右されているものと思われる｡非
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交尾期のものも含めて,オスとメスとの個体間関係をグ

ルーミング以外にも指槙をとり,性行動との関係を分析

してゆきたい｡

3.結果7で述べたように,交尾にまで進めようとす

る行動には,非交尾期にも類似した行動が見られている

ものがある｡それらは交尾期における性行動とどういう

関係をもつものなのか,そしてそれらはどういう意味を

もつものかを観察,分析することが必要である｡
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湯河原の野生ニホンザルの心理学的研究

∨′ 岡野恒也 (静岡大 ･教養 ･心理)

神奈川県協河原町天伯山の野生ニホンザルの群れを中

心に,1970年度と同様の研究を行なった｡

1)adultmale の順位の確認 :1971年5月と12月の

主な adultmale の順位を節 1表に示す｡未申 事印は,

第 1表 1971年5月と12月におけるadultmaleのJlyi位

順 位 5 月 12 月

1 Saburo Saburo

2 Shiro* Satoru

3 Satoru Goemon

4 Goemon Agokire

5

6

7

8

Kont+

Agokire

Tamegoro+

No.10*

1970 1971 1972
3 5 10 12 1 3 5 8 10 12 1 2 3 5 11 12 2 5 12 1 4

第 1図 1968年より1972年にいたる adultmaleの順位の変動｡
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